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Ⅱ 浦安地区の液状化－流動化被害の詳細調査結果 

東京湾岸埋立地では，液状化－流動化現象による被害程度が場所により大きく異なる．これらを定量的にみる

指標として杭基礎を持つと思われる構造物の抜上がり量の測定結果を第 3 報において報告した．また，第 3 報で

は現地での地表からの観察の結果，地表での被害の現れ方の違いを認識し，その違いについて，噴砂，道路の変

形，レンガ塀や電柱の傾き・沈み込み，戸建て住宅のような浅層基礎を持つ構造物の沈下・傾きなどを中心にタ

イプ区分を行なった（表 1）．このタイプ区分に基づきその詳細な平面分布をまとめたものが図 16 である．この

タイプ区分と抜上がり量の分布調査結果は整合性があったので，これらを統合した図面とした．なお，現象は本

来連続的に変化しているものと思われるが，その変化の度合いを表現するためタイプ分けをして分布図として表

現している．この中で，特にC タイプとD タイプの区別については現地では困難な場合が多く，D タイプに極め

て近いC タイプがある．同時に，B タイプに近いC タイプも存在する．また，このタイプ区分は地表面の変形を

重視し構造物の被害は補完的にみることとした．なぜならば構造物の被害は，その基礎構造に大きく依存するた

めであり，これらを把握するのは困難であるからである．基礎の深さはさまざまであり，液状化－流動化する深

度も地質環境に大きく依存し一様ではない．例えば，基礎構造の直下の深度で液状化－流動化が起こっていれば

構造物に大きな影響が考えられるが，基礎構造よりも浅い深度やかなり深い深度で起こっていればそれほど大き

な影響は考えられないわけである．よって，この区分はそのまま構造物の被害にあてはまるものではない．分布

調査の結果としては，タイプ区分は地表面の変形に重点をおいているので抜け上がり量とは調和的であった．こ

のため，被害タイプの境界はほぼ抜け上がり量（≒地盤の沈下量）の等量線の分布をほぼ表現しているものと思

われる． 

現地調査は，主に 3 月下旬～5 月下旬におこなった．タイプ区分が最初は個人差もあったので，クロスチェッ

クも行ないながら進めていった．現地調査は現象の把握と記載といった意味から調査の分解能は 5～10m 程度で

ある．なお，太平洋沖地震での液状化－流動化現象は県内の広い範囲で発生したものの，人員等限られた中での

調査であることから，残念ながら未調査の部分もある．このため，図 16 の着色部が調査した部分となる． 

調査の結果，概要は以下のとおりである． 

①液状化－流動化現象は旧海岸線よりも内陸側の自然地層である沖積層上にはほとんどみられず（工事などで掘

り返した地点を除く），旧海岸線以南の埋立地においてみられる．このことは，基本的には人工地層中で液状化－

流動化現象が主に発生していることを示している． 

②埋立地の中では，全域が一様に液状化－流動化しているわけではない．また，千葉市美浜区でみられるような

Km オーダーの帯状の被害分布はここではみられない．むしろ，地表面において被害状況が異なるＡタイプ～Ｄ

タイプが混在し，まだら状に分布している．また，A タイプについては旧護岸よりも内陸側の北西の埋立地では，

幅 100m 長さ 500m 程度の帯状に分布する．旧護岸よりも沖合い側の南東の埋立地では直径 500m を超える規模の

大きな斑状の分布をなす． 

③首都高速湾岸線を境に，北側では C タイプ・D タイプが広く分布し,南側では A タイプ～D タイプが混在しま

だら状分布をなしている． 

④液状化－流動化現象による被害が顕著なのは，入船から明海および日の出にかけてのシンボルロード沿い，

美浜・富岡・今川･高洲の境川沿い，舞浜の見明川沿い，日の出の中部，高洲の北端と中央部および南端部，

今川の旧護岸沿いの南東端，富岡の南西端，弁天の北東端部と中央部，鉄鋼団地の中部，千鳥の中南部等で

あった． 

⑤一方，埋立地にもかかわらず液状化－流動化被害が比較的小さいか場合によってはみられない地区があり，

この中には事前になんらかの液状化防止対策が施されているところもある． 

⑥液状化－流動化現象として，噴砂，噴水，地表面の変形（地波・地割れ・陥没・地盤の沈下など），構造物

被害（地盤の沈下にともなう中・高層ビルの抜け上がり，戸建て構造物やコンクリート塀・門柱・敷石およ

び電柱などの浅層基礎構造物の沈み込みや傾動，マンホール・防火水槽等の空洞状の地中構造物の浮上）な

どがみられた． 

⑦地波により地表の波状変形が残っているものがみられ，その形態は直径数 m のドーム状に隆起したものや，波

上になっており波頭が東西方向に伸び波長が 10～20m 程度のものがみられる． 

⑧戸建て住宅地部分のA タイプ～B タイプの被害部分では，道路面と比較して両脇の戸建て住宅部分が沈下して

いる場合が多くみられた．また，道路と側溝のつなぎ目からは大量の噴砂・噴水があった．アスファルト道路は
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難透水性なので，噴砂・噴水により浮上した可能性がある． 

 以下に，各地区の被害状況を示す．なお，写真は地表面の変形の状況や構造物の被害状況を中心としており，

被害のないところについては撮影していない．このため，写真のみをみていくと被害が強調される印象になって

しまう．液状化－流動化被害の実態は図 16 に示すとおりであることに注意いただきたい． 

 

表 1 液状化－流動化現象の地表での被害の現れ方による区分 

タイプ名 液状化－流動化現象の地表での被害の現れ方

Ａタイプ

・多量の噴砂がみられる．
・道路は大きく波打ち鉛直方向に30cm以上の凹凸や段差がみられる．道路わきのU字溝
は波打っていたり破損したりしている．
・戸建て住宅などの低層の構造物は大きく傾いたり沈み込んだりしている．
・電柱や塀は大きく傾いたり数十cm以上沈み込んだりしている．

Ｂタイプ

・噴砂がみられる．
・道路は波打ち鉛直方向に10～20cm程度の凹凸や段差がみられる．道路わきのU字溝
の一部は破損している．
・戸建て住宅などの低層の構造物は傾いたり沈み込んだりしている．
・電柱や塀は傾いたり10～20cm程度沈み込んだりしている．

Ｃタイプ

・噴砂がみられる．
・道路は数cm程度のわずかな波打ち・沈下や亀裂がみられる．
・戸建て住宅などの低層構造物は外見からはほとんどわからないが傾いたり沈み込んで
いるものもある．
・電柱には沈降や傾きはほとんこみられない．少ないもののレンガ塀などが少し傾いてい
ることがある．

Ｄタイプ

・噴砂はみられない．
・道路は亀裂や凹凸などはみられない．
・家は沈み込みや傾きなどはみられない．
・電柱・塀は沈み込みや傾きはみられない．
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図 16 浦安市の埋立地での液状化－流動化現象による地表でみられる被害の状況．現象のタイプ区分は表 1 を参照．

抜け上がり量については第 3 報図 5 を参照．  
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各地区の被害状況 

海楽 1丁目～2丁目 

 C タイプと D タイプが広く分布している．1 丁目では，インターチェンジ付近に B タイプが分布し，5～10cm

程度の沈下や，階段・敷石の沈み込みがみられた．2 丁目では，浦安高校に A～B タイプがみられ，ここから南

方向に B タイプが小規模ながら断続的に見られる．また，猫実一丁目の旧海岸線付近では，1～2cm 程度の抜け

上がりや敷石の破損が一部みられる部分がある．なお，1 丁目の南西部では一部で東方沖地震時に小規模ながら

噴砂を伴う液状化－流動化現象が生じていた． 

 

海楽1丁目 

 
Bタイプの被害の例．部分的に5～10cm程度の沈下があり，

一部の階段・敷石の沈み込み，ブロック塀や階段の破損，

地波や噴砂の跡がみられた．4/11撮影． 

 

海楽2丁目 

 
浦安高校では A タイプ～B タイプの被害がみられた．校舎

が15cm程度の抜け上がり，外部施設が傾いた．4/11撮影． 

 

 
浦安高校．抜け上がりによる段差が生じ，渡り廊下が損壊

した．4/11撮影 

 

 

 

 
浦安高校．沈下と基礎埋設場所の抜け上がりのため路面が

波状となった．4/11撮影． 

美浜 

 C タイプと B タイプの被害が拡がっている．シンボルロードを挟んで分布状況が異なる． 

シンボルロードより北東側では 4 丁目を中心とした北側では C タイプの被害が拡がり，5 丁目を中心とし

た南部では B タイプの被害が拡がっている．4 丁目の北西端では B タイプの被害が分布し，これに連続して

北東部には A タイプの被害がみられる．また，C タイプの被害の中に小規模な A タイプの被害が分布してい

る． 

シンポルロードの南西側ではこの中央を南東方向へ延びる道路に沿って広く C タイプの被害が分布し，両

脇の南西部と北東部では B～A タイプの被害が分布する．南西部には波頭が東西方向に延びる波長 10～15m

の地波がみられる．特に境川に沿って A タイプの被害が帯状に分布しており，護岸内側に沿って一部で陥没

もみられる．東方沖地震時には 3 丁目の南東部の一部で液状化－流動化現象が生じている．また，その中の

一部では 1992 年 2 月 2 日４時４分の地震の際にも同現象が再度おこっている． 
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美浜1丁目 

 

B タイプの被害部分．駅前の歩道．地波がみられる．4/12

撮影． 

 

B タイプの被害部分．駅へ至る歩道橋の抜け上がり．25cm

の抜け上がりがみられる．4/12撮影． 

 

美浜2丁目 

 
境川沿いの A タイプの被害．護岸は大きく抜け上がると

ともに内側に沿って大きく陥没した．陥没は裏込め部分

の転圧の不良ないし，護岸の川側への移動が考えられる．

4/11 撮影． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美浜3丁目 

 
A タイプの被害．道路と戸建て構造物の間の駐輪場の沈

下．50cm程度沈下している．4/21撮影． 

 
中央部の B タイプの被害．杭基礎のある家の取り付け階

段の抜け上がり．4/21撮影． 

 

南西部の A タイプ～B タイプの被害．東西方向に波頭が

延びる波長 10～15mの地波．3/18撮影． 

 
南西部の A タイプ～B タイプの被害．レンガ積の下段が

道路面とともに沈んでいる．3/18撮影． 
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A タイプの被害部分．道路下の防火貯水槽の浮上．4/21

撮影． 

 
南西部での A タイプの被害．電柱・レンガ積み塀の傾き

を伴う沈み込みがみられる．住宅にも沈み込み・傾動が

みられる．また，地波もみられる．3/18撮影． 

 

 
北東部の A タイプの被害部分．ガス本管の復旧工事、黄

色の管は７倍の伸びに耐えられるとのことである．水位

はGL-1.5m．4/21撮影． 

 
北東部の A タイプの被害部分．下水道本管のマンホール

は上部ほど南東(道路)側へずれている．4/21撮影． 

 

 

C タイプ～D タイプの被害部分．中央部にはほとんど変

形がみられないところもある．ここは周囲に比べてやや

標高が高い．上下ともに 4/21 撮影． 

 

美浜４丁目 

 
北東部の B タイプの被害部分．門柱・塀の傾動を伴う沈

み込みと，道路の沈下．4/21 撮影． 
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A タイプ～B タイプの被害部分．杭基礎のある家の抜け

上がり（上）と電柱の沈み込み（下：上の電柱部分の拡

大）．4/21撮影． 

 

美浜5丁目 

 
中央部の B タイプの被害部分．噴砂を伴う沈下による被

害．4/8撮影． 

 
中央部の B タイプの被害部分．庁舎の基礎のない花壇部

分は，傾きながら沈み込んだ．4/8撮影． 

 

 

入船 

 A タイプ～D タイプの被害が混在して分布している．シンボルロード沿いには A タイプの被害が分布す

るが，シンボルロードを挟んで分布状況が異なっている． 

シンボルロードより北東側では入船 6 丁目と 5･6 丁目を境する北東方向に延びる道路に沿い C タイプの

被害が分布し，北東ほどその分布は広がっている．この周囲には B タイプの被害が広がり，シンボルロー

ド沿いに A タイプの被害が分布している．ここでは，杭が深部まで打たれているビルは 15～45cm もの抜け

上がりがみられる．また 3 階建てのコンクリート製のビルの多くは地中に数十 cm 沈み込み傾いている．中

には周囲の道路もひきずられて沈下しているものもある．また，戸建ての建物も多くは沈み込み傾いている． 

 シンボルロードの南西側では B タイプの被害が拡がっている中，シンボルロード沿いおよび新浦安駅前

付近に A タイプの被害が分布する．入船南小学校および入船中学の一部にも A タイプの被害がみられる．

また，入船 2 丁目および 3 丁目の北東側では C タイプの被害が拡がっている． 

 一方，地波も A タイプ～B タイプの被害分布域にはしばしばみられている． 
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入船1丁目 

 

Aタイプの被害部分．新浦安駅のエレベータの抜け上がり．

3/23撮影．  

 

 

入船2丁目 

 

Bタイプの被害部分．JR京葉線沿いの駐輪場の被害．4/8撮

影． 

 

 

 

B タイプの被害部分．JR 京葉線沿い．全体が沈下し，側溝

部分が北西－南東方向に圧縮され破壊した．4/8撮影． 

 

 

 

 

入船4丁目 

 

Bタイプの被害部分．側溝と車道の間に隙間があいている．

相対的にそれぞれが北東－南西方向へ移動したことになる．

4/14撮影． 

 

A タイプの被害部分．北東-南西方向の道路の南東側の側溝

の浮上．道路の高さの低い側にあたる．4/16撮影． 

 

 

B タイプの被害部分．公園の縁石の転倒．押さえのない道

路側へ転がる．上下とも4/16撮影． 
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Bタイプの被害部分．3階建てビルには沈みこんでいるもの

がみられた．入口の縁石が傾いており，ビルが沈み込んで

いることがわかる．4/16撮影． 

 

Aタイプの被害部分．3階建てのコンクリート製ビルが50cm

程度沈み込んだ．また，周囲の道路もいっしょに沈降して

いる．4/16撮影． 

 

Bタイプの被害部分．多くの戸建て住宅が傾いている．4/14

撮影． 

 

 

Bタイプの被害部分．戸建て住宅が20～30cm程度沈み込ん

でいる．側溝が波うつ．4/14撮影． 

 

A タイプの被害部分．入船～鉄鋼団地の南東端に延びる旧

護岸沿いに，液状化－流動化現象の著しい部分が広くみら

れる．ここでは陥没を伴っている．4/14撮影． 

 

B タイプの被害部分．西端部での歩道の縁石の転倒．4/15

撮影． 

 
B タイプの被害部分．側溝の脇が大きく沈下．側溝自身は

浮き上がり波状変形している．4/15撮影 
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A タイプの被害部分．塀の沈み込みにより．鉄格子がたわ

んでいる．左のコンクリート製の重量構造物はその重さの

ため沈み込んでいる．4/15撮影． 

 

A タイプの被害部分．ビルの抜け上がりと地波および電源

ボックスの傾動．4/19撮影． 

 

Aタイプの被害部分．多くの戸建て住宅が傾いている．4/27

撮影 

 

入船5丁目 

 
B タイプの被害部分．入船北小学校の護岸に隣接するグラ

ウンドは多量の噴砂に覆われ沈下・変形した．4/8撮影． 

入船6丁目 

 

A タイプ～B タイプの被害部分．シンボルロード沿いでは

多量の噴砂が搬出された．3/22撮影． 

 

B タイプの被害部分．中層のビルにみられる抜け上がりに

よる段差と噴砂の跡．4/7撮影． 

 

A タイプの被害部分．中層ビルにみられる抜け上がりによ

る段差。抜け上がり量は約45cm．4/7撮影． 

 

A タイプの被害部分．中層ビルにみられる抜け上がりによ

る段差と塩ビ管の破断．4/7撮影． 
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東野 

 C タイプ・D タイプが広く分布しており，その中に部分的に B タイプが分布する． 

2 丁目と 3 丁目を境し南東に延びる中央公園通り周辺に B タイプが分布する．また，C タイプの中には，B

タイプに近い部分と D タイプに近い部分が広くみられる． 

 

東野2丁目 

 

B タイプの被害部分．左のマンションに付帯している仕

切り塀が傾いている。4/11撮影． 

 

 

B タイプの被害部分．傾いた低層ビル．4/11撮影． 

 

 
B タイプの被害部分．噴砂を伴う沈下により，基礎のあ

る校舎は 20cm程度の抜け上がりを生じた．4/11撮影． 

 

 
B タイプの被害部分．グラウンドに張られたマットや人

工芝が北東方向に 20cm程滑った．4/11撮影．
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富岡 

 Ａタイプ～C タイプが混在して分布している．中央を南西に走る通りに沿って C タイプが広く分布し，こ

の両脇には B タイプが広がり，さらに北東および南西の端に沿って A タイプが広がっている． 

2 丁目の北東部の境川沿いでは A タイプは広がりをもち，50cm を超える大きな抜け上がりがみられる．4

丁目の南西部の公園の築山には噴砂はみられないが，この周辺では大量の噴砂があった． 

 1・2 丁目の境川沿い，および 3・4 丁目の南西道路沿いで液状化-流動化現象が顕著に認められるが，住宅

街の中央部では被害は軽微である． 

 

富岡1丁目 

 
A タイプの被害部分．境川沿いでは沈下し，体育館脇の側

溝部分は波状変形している．4/5撮影． 

 

 

 
A タイプの被害部分．噴砂を伴う沈下による，マンホール

やフェンスの被害．4/5撮影． 

 

 

 
C タイプの戸建て街区の中央部では，多少の噴砂や塀の傾

きが認められても被害は軽微であった．4/5撮影． 

 

 

富岡2丁目 

 
A タイプの被害部分．境川の護岸は周囲の沈下に伴い抜け

上がり，一部は傾いた．ここでは，護岸上部が陸側に傾斜

していることから，液状化－流動化に伴う地すべりによる

円弧すべりの可能性が考えられる．4/5撮影． 

 

 
Aタイプの被害部分．60cm程度の大きな沈下が生じ，杭基

礎を有する建造物に著しい抜け上がりがみられた．4/5撮影． 

 

富岡3丁目 

 

Aタイプの被害部分．中央公園前の道路の地波．3/18撮影． 
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A タイプの被害部分．中央公園グランドにみられる噴砂列

の南東方向に延びる延長上の地表面の変形．店舗敷地内に

地表面の大きな傾斜がみられる． 4/12撮影． 

 

Aタイプの被害部分．20～30cmの抜け上がりにより入口の

コンクリート部分が傾斜した．4/5撮影． 

 

A タイプの被害部分．ガソリンスタンドとその周辺の地表

の変形．4/5撮影． 

 

 
A タイプの被害部分．30cm ほど抜け上がったビルの入口． 

4/5撮影． 

 

 
A タイプの被害部分．マンションの抜け上がりと破断した

樋管．4/5撮影． 

 

 

 
A タイプの被害部分．抜け上がったマンションの玄関．4/5

撮影． 

 

 

A タイプの被害部分．中央公園通に沿って大量の噴砂があ

った．3/13撮影． 

 

Aタイプの被害部分．浦安市立図書館富岡分館での約35cm

の抜け上がり．4/5撮影． 
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A タイプの被害部分．著しい液状化－流動化現象がみられ

た富岡交番の建屋．傾き沈み込み，噴砂も多量に噴出した．

4/5撮影． 

 
上記の A タイプの被害部分に隣り合うようにみられる小規

模な C タイプ～D タイプの低被害部分．隣の白い建物も含

めて抜け上がりはみられなかった．4/5撮影． 

 

 
極小規模な C タイプ～D タイプの被害部分．上の構造物の

入口．抜け上がりはみられない．4/5撮影． 

 

 
A タイプの被害部分．中央公園通に沿う店舗敷地内の歩道

の変形．4/5撮影． 

 

 
Bタイプの被害部分．非常階段部分の抜け上がり．4/5撮影． 

 

 
B タイプの被害部分．今川 1 丁目・4 丁目と富岡 2 丁目・3

丁目との交差点付近にみられる波長 15m 程度の地波．4/14

撮影． 

 

富岡4丁目 

 
A タイプの被害部分．中央公園グラウンドの噴砂列。南東

方向の延長上の富岡 3 丁目には被害の大きい場所が連続す

る．4/12撮影． 

 
A タイプの被害部分．中央公園とその周辺では激しい液状

化-流動化現象が認められ，多量の噴砂や大規模な路面の変

形が認められた．4/22撮影． 
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A タイプの被害部分．中央公園脇の歩道．盛土造成された

土手の石組みが沈下し，変形や破壊が顕著に認められた．

上段は4/5，下段は4/26撮影． 

 

 
A タイプの被害部分．中央公園前の道路上の噴砂跡．正面

方向に京葉線線路がある．4/5撮影． 

 

 

 
A タイプの被害部分．中央公園の崩れた石垣．右側は首都

高速湾岸線．4/5撮影． 

 

 

Aタイプの被害部分．傾いた物置．4/5撮影． 

 

 
B タイプの被害部分．歩道の端ではアスファルトが道路側

へずれ，縁石が転倒している．4/22撮影． 
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今川 

 Ａタイプ～C タイプが混在して分布している．中央を南西に走る通りに沿って C タイプが広く分布し，こ

の両脇には B タイプが広がり，さらに北東および南西の端に沿って A タイプが広がっている．また，A タイ

プは南東端の旧護岸に沿って帯状に分布している．コンクリート製などの重い塀が地中に傾きながら沈み込

んでいるものが B タイプや A タイプの被害地域では多数みられた． 

1 丁目の今川記念公園は，周囲よりも 2m 弱程度高く盛土されている．ここでは，周囲の地面といっしょ

に盛土部分が沈下している．また，盛土層の上面には，亀裂を伴う細粒砂～極細粒砂主体の噴砂や段差がみ

られる．また，波長 15～20m の地波もみられ，波頭の方向は北東方向に連続している．  

4 丁目の中央部では，噴水が著しく，抜け上がりが 20cm 程度あったものの，噴砂は少なく戸建て構造物の

沈み込みや傾きがほとんどなく一様に沈下したと思われるところがあった．なおこの部分では，スコップで

庭を掘ると貝殻がたくさん含まれているとのことである． 

2 丁目～3 丁目では，南東端の旧護岸に沿って A タイプが分布している．ここでは塀や戸建て構造物の沈

み込みが著しく，相対的に道路面が高くなっている．この北隣では C タイプが拡がっており，被害程度のコ

ントラストが著しい． 

 

 

 

今川1丁目 

 

Aタイプの被害部分．境川の護岸沿いに30cm程度の抜け上

がりがみられる．4/20撮影． 

 

 

B タイプの被害部分．道路中央が高く，両脇が低くなり波

打ち，塀が沈み込み傾いている．4/20撮影． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Bタイプの被害部分．波長20mの地波．4/20撮影． 

 

 

 
Bタイプの被害部分．コンクリート製車庫が30cmほど沈み

込んだ．4/20撮影． 
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B タイプの被害部分．噴水著しく浸水した跡がみられる．

道路面から50cmの高さにまでおよんだ．4/20撮影． 

 

 

B タイプの被害部分．今川記念公園．盛土部分は周囲の道

路とともに沈下している．4/20撮影． 

 

 

Bタイプの被害部分．20cm程度の抜け上がりと電柱の沈み

込み・傾動．4/20撮影． 

 

 

 

Bタイプの被害部分．今川公園の盛土上の噴砂．4/20撮影． 

 

B タイプの被害部分．公園北西部の防火水槽の浮上．4/20

撮影． 

 

 
Bタイプの被害部分．道路脇の家とコンクリート塀の10cm

程度の沈み込み．4/20撮影． 

 

 
Bタイプの被害部分．道路に比べて家の敷地側が10～15cm

程度沈下している．4/20撮影． 

 

今川2丁目 

 
B タイプの被害部分．護岸沿い道路の相対的盛り上がり．

護岸周囲の沈下と家屋の沈下とにより，道路中央部が盛り

上がったようにみえるものと思われる．4/20撮影． 
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B タイプの被害部分．今川公園での防火水槽周囲の浮上．

構造物周囲でより大きな沈下．4/20撮影． 

 

A タイプ～B タイプの被害部分．メイン道路からみると護

岸から遠い家屋はあまり沈下せず、護岸に近い家屋ほど大

きく沈下する傾向がある．4/20撮影． 

 
B タイプの被害部分．右側の家は抜け上りがみられ杭基礎

があり，左の家は杭がなく沈下していると考えられる．こ

のためこれらの境界部の階段は傾いている．4/21撮影． 

 

今川３丁目 

 
A タイプ～B タイプの被害部分．中央公園通沿いの旧堤防

の内側では，大量の噴砂を伴う．3/13撮影． 

 
Aタイプ～Bタイプの被害部分．ひどいところでは50cmも

の噴砂が堆積した．3/13撮影． 

 

 
B タイプの被害部分．旧堤防の外側はあまり噴砂見られな

い．堤防の境目に噴砂が生じている．3/13撮影． 

 

 
B タイプの被害部分．中層階住宅地内．地震による抜けあ

がり量は約 19cm．地震以前の抜け上り量は約 8cm である．

基礎の張り出し部分は盛り上がったように見える．4/5撮影． 
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B タイプの被害部分．家の前の駐車スペースの傾き．左奥

の戸立て住宅も同様に数度傾き，居住困難とのことである． 

3/23撮影． 

 

 
B タイプの被害部分．波長 10～15m の地波．波頭は，東西

方向に延びる．3/23撮影． 

 

 
今川3丁目の南西部より北東方向の写真．手前はBタイプ，

中央がCタイプ，奥がAタイプの被害．護岸沿いの電柱の

傾動．4/12撮影． 

 
Aタイプの被害部分．南東端の旧護岸沿い．厚さ50cmにも

およぶ大量の噴砂があり，電柱が沈み込み傾いている． 3/23

撮影． 

 
A タイプの被害部分．南東端の旧護岸沿い．大量の噴砂が

あり電柱が傾いた．また，戸建て住宅とコンクリート塀が

数十 cm沈み込んでいる． 3/23撮影． 

 

今川４丁目 

 
Aタイプ～Bタイプの被害部分．中央公園通沿いの消防署．

路面は沈下し、建物が大きく抜け上がり，建物と地面の隙

間を土嚢で充填している．4/7撮影． 

 

Aタイプ～Bタイプの被害部分．浦安市消防署今川発出所．

約50cmの沈下と壁面についた噴砂の吹き出し跡．4/7撮影． 

 
Aタイプ～Bタイプの被害部分．消防署の抜け上がり．4/12

撮影． 
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A タイプ～B タイプの被害部分．消防署裏の亀裂と噴砂．

亀裂と噴砂は北西方向に長く連続する．3/13撮影． 

 

 

 
A タイプ～B タイプの被害部分．中央公園通沿いでは，地

波を伴う大きな地表の変形を伴っている．4/12撮影． 

 

 

 

 
A タイプ～B タイプの被害部分．中央公園通沿いでは，地

波を伴う大きな地表の変形を伴っている．地波の波頭は東

西方向に延びる．4/27撮影． 

 
A タイプ～B タイプの被害部分．中央公園通沿いの駐車場

にみられた大きな沈下と大量の噴砂．後片付けで集められ

た大量の噴砂．3/13撮影． 

 

 
A タイプの被害部分．今川 3 丁目－4 丁目の境の道の地波．

4/12撮影． 

 

C タイプの被害部分．南西部の低層階住宅地内では C タイ

プの液状化－流動化被害部分が広がっている．4cm ほどの

抜け上り．4/5撮影． 

 

 
B タイプの被害部分．京葉線脇ビルの駐輪場．屋根がビル

壁に附置されているために地上部で 10cm ほど支柱のコン

クリートが割れて持ち上げられている．4/5撮影． 
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B タイプの被害部分の中に局所的にみられる A タイプの被

害部分．局所的なので図に示すのが困難である．30cm程度

の沈下が道路にみられる．上は4/21，下は4/27撮影． 

 

B タイプの被害部分．道路部分は沈下が少なく，両脇のレ

ンガ塀が沈み込んでいる．4/21撮影． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 4-43 

弁天 

西半分は C タイプ～D タイプが広く分布する．東半分は B タイプが広く分布する．ただし，中部に北東

に延びる A タイプが分布する．北東部の南東に延びる中央公園通りに沿って A タイプが分布している． 

 

弁天1丁目 

 

B タイプの被害部分．弁天西児童公園の防火貯水槽前の道

路と戸建住宅．貯水槽部分は道路部分にもかかっており全

体が浮き上がり，宅地部分では全体に沈下している．4/13

撮影． 

 

 

A タイプ～B タイプの被害部分．国道に近い集合住宅にお

ける約 20cm の抜け上がり．入口の自転車小屋も傾斜する．

4/13撮影． 

 

 

Bタイプの被害部分．電柱の傾動．4/13撮影． 

弁天2丁目 

 
B タイプの被害部分．南公園脇の防火貯水槽の浮上に伴う

歩道の変形．4/13撮影． 

 

 

 

 

A タイプ～B タイプの被害部分．波打つ歩道と車道側に乗

り上げて壊れたアスファルト路面．4/12撮影． 

 

 

 

 
A タイプ～B タイプの被害部分．歩道の変形，沈下に伴い

塀が大きく移動した．5/16撮影． 
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Aタイプ～Bタイプの被害部分．大量の噴砂．3/13撮影． 

 

 
A タイプ～B タイプの被害部分．大量の噴砂のため，道路

わきに砂をよせている．3/13撮影． 

 
A タイプ～B タイプの被害部分．直線状の沈下域が住宅街

に発生した．5/16撮影． 

 

A タイプの被害部分．中央公園通のマンホールは補修後も

変形が継続した．10/27撮影． 

弁天3丁目 

 

Bタイプの被害部分．JR京葉線の橋脚の基礎部分の約20cm

抜け上がり．3/12撮影． 

 
Bタイプの被害部分．JR京葉線の橋脚の基礎部分の約20cm

抜け上がりとフェンスの傾動．3/12撮影． 

 
A タイプの被害部分．見明川小学校校舎の抜け上がり（25

～50cm）．3/12撮影． 

 
A タイプの被害部分．見明川中学校校舎の抜け上がりと陥

没．基礎周囲のうら込め部分が陥没．3/12撮影． 
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A タイプの被害部分．見明川中学校校舎脇の抜け上がりと

陥没（90～100cm）．基礎周囲のうら込め部分が大きく陥没

している．3/12撮影． 

 
A タイプの被害部分．見明川中学校校舎の抜け上がりと路

面の変形．3/12撮影． 

 
A タイプの被害部分．見明川中学校体育館脇に片付けられ

た噴砂の山．3/12撮影． 

 
C タイプ～D タイプの被害部分．南西部にはほとんど被害

がみられない地域が広がっている．3/12撮影． 

弁天4丁目 

 
A タイプ～B タイプの被害部分．家屋の修復例．沈み込ん

だ基礎と上屋との間に木材を挿入している．過去の他地域

の被害の際にもこの方法で修復していた．5/16撮影． 

 

 

 

A タイプ～B タイプの被害部分．道路の変形が大きく，戸

建て住宅も傾き沈み込んでいる．5/16撮影． 

 

 
Cタイプ～Dタイプの被害部分．被害がみられない公園（衛

生処理場・中継ポンプ場・清掃工場跡地）．3/13撮影． 
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Bタイプの被害部分．20cm程度抜け上がったビルと路面の

変形．3/13撮影． 

 

B タイプの被害部分．抜け上がったビルの前の浮上したマ

ンホール．3/13撮影 

 

 
B タイプの被害部分．抜け上がったビル周辺の戸建て住宅

の一部には傾斜などの被害がみられた．3/13撮影． 
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鉄鋼通り 

 北西部の京葉線近傍では C タイプが帯状に分布している．南西部にも C タイプが帯状に分布している．西

部・中部・東部に A タイプが分布し，これを取り巻くように B タイプが広く分布している．  

中央部には北西方向に延びる A タイプが広がっている．B タイプ～A タイプが分布する中の北東方向に延び

る道路の周辺では地波がみられ波長 20m 程度の場合が多い．また，波頭の向きはほぼ北西方向である．A タ

イプの部分では電柱やコンクリート塀の沈み込みや傾動が一般にみられ，道路面も大きく変形している部分

もあり大きな被害となっている．南西部のCタイプの部分は40cm程度の古い抜け上がりがみられるものの，

今回の地震で生じた新たな変形はみられていない． 

 3 丁目では，B タイプが広がっており見明川に沿って A タイプが帯状につながる．なお，この帯は舞浜 2

丁目・3 丁目に見明川沿いの A タイプ～B タイプの帯に連続する可能性がある． 

 

 
B タイプの被害部分．旧護岸沿いの電柱の沈み込み・傾

動と地波．4/12撮影． 

 
A タイプの被害部分．電柱が大きく沈み込んだ．4/12 撮

影． 

 

 
Aタイプの被害部分．約 40cmの抜け上がり．4/12 撮影． 

 
A タイプの被害部分．道路の脇での沈下．建物・塀の沈

み込み・傾動．4/12撮影． 

 
B タイプの被害部分．北端の中央公園通り沿い．噴砂の

厚さは 40cmにもおよぶ．4/12 撮影． 

 

 

A タイプの被害部分．プレハブとコンクリート塀の沈み

込み・傾動．4/12撮影． 
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A タイプの被害部分．浄化槽の浮き上がり．同じ場所を

異なる角度から撮影した．上下ともに 4/12撮影． 

 

 

 

 
A タイプの被害部分．道路わき部分が著しい被害．4/12

撮影． 

 
中央部に広がる A タイプの被害部分．中央部．コンクリ

ート塀の波うち，沈み込み，傾動．4/12撮影． 

 
Cタイプの被害部分．古い地盤の沈下による抜け上がり．

人工地層の泥層部分は収縮しやすく，地盤が沈下しやす

い．噴砂はなく，新たな沈下はない．4/12撮影． 

 
西端のAタイプの被害部分．陥没を伴う沈下．4/12撮影． 

 

 

西端の北のAタイプ～Bタイプの被害部分．倉庫の傾き．

4/12撮影． 
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A タイプの被害部分．コンクリート階段の沈降．4/12 撮

影． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

舞浜 

 ディズニーランドの遊園地内では被害は無いようである．この周囲では A タイプ～C タイプの被害がみら

れる．また，舞浜 2 丁目・3 丁目では，C タイプが広く分布している．見明川沿いに帯状に A タイプ～B タ

イプが分布している．2 丁目の北西部には B タイプが分布している．3 丁目の南西縁に沿って B タイプが分

布している．ここでは，南西端の公園と道路の境をなす盛土部分は，周囲の地表とともに沈下している．3

丁目の中央を南西へ延びる通りは周囲の中でも低くなっており，ここでは著しい被害となっている．道路の

両脇の歩道部分からそれぞれの側の戸建て構造物にかけて沈下し，さらにコンクリート塀と戸建て構造物は

沈み込んでいる．大きなところでは 50cm 程度沈み込んでいる．また，道路自身にも地波がみられる． 

 

舞浜 

 

A タイプの被害部分．車道はほとんど変形が見られない

が，歩道は膨らんで盛り上がっている．4/13撮影． 

 

A タイプの被害部分．高速道路橋脚周辺の液状化．橋脚

コンクリートの長軸方向と直行方向に亀裂が発生し噴砂

がみられる．4/13撮影． 

 

 

 
Aタイプの被害部分．舞浜駅前の歩道橋の橋脚の 40cmを

超える抜け上り．4/13撮影． 
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B タイプの被害部分．舞浜駅前での噴砂．線状（北西方

向）に並ぶ．5/17撮影． 

 

Aタイプの被害部分．歩道の波状変形と陥没．4/13撮影． 

 

 

A タイプの被害部分．運動公園総合体育館の階段にでき

た抜け上がり．4/13撮影． 

 

A タイプの被害部分．運動公園総合体育館の階段にでき

た抜け上がり．4/13撮影． 

 

 

B タイプの被害部分．階段にできた抜け上がり．4/13 撮

影． 

 

舞浜3丁目  

 

A タイプ～B タイプの被害部分．戸建て住宅の背中合わ

せの裏庭部分にみられる亀裂と噴砂．住宅は裏庭のほう

へ傾いているものがみられる．4/19撮影． 
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Aタイプの被害部分．舞浜 3丁目．道路の中央部が高く，

両脇が低くなっている．両脇の戸建て住宅のほとんどは

傾きながら沈み込んでいる．3/18 撮影． 

 

 

A タイプの被害部分．歩道から戸建て住宅にかけて地盤

が沈下している．また，50cm以上も噴砂が堆積した跡が

ついている．3/18撮影． 

 

 

A タイプの被害部分．舞浜入口の道路沿い．歩道は沈下

し，その脇の戸建て住宅は地中に沈み込んでいる．4/19

撮影． 

 

A タイプ～B タイプの被害部分．道路より家のほうが

20cm程度沈み込む．4/19撮影． 

 

C タイプの被害部分では道路の脇に 1cm 程度の段差や亀

裂がみられることが多い．5/17 撮影． 

 
B タイプの被害部分．塀の沈み込み・傾動．5/17撮影． 

 

B タイプの被害部分．南西端の公園内．南東方向の亀裂

とこれに伴う噴砂．5/17撮影． 
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B タイプの被害部分．波長 10m の地波がみられる．波頭

は東西方向に延びる．5/17撮影． 

 

中央～西部付近の B タイプ部分中の地波．コンクリート

塀が沈みこみ・傾動．5/17撮影． 

 

B タイプの被害部分．道路よりも各戸の敷地側が 10～

20cm沈下．5/17撮影． 
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日の出・明海 

 北西側では B タイプ～A タイプが広く分布し，南東側では C タイプが広く分布する． 

北西側においては B タイプが広がっており，その中でもシンボルロードに沿って A タイプが拡がってい

る．ここでは，50cm を超える抜け上がりがみられ，シンボルロードの南西脇の歩道では，本震の際歩道ブ

ロックが北西－南東方向にずれ動き噴砂を生じている映像が撮影されている．また，シンボルロード自身も

地波現象がみられた．南東側の C タイプとの境界付近に沿っても A タイプが帯状にみられ，特にここでは

地波現象が顕著にみられた．日の出おひさま公園内では，北西部では B タイプであるものの，中央部では C

タイプとなり，南東部では A タイプとなる．この南東部には築山があり，道路面から比高約 2m を超えると

ころまでは噴砂がみられ，開口亀裂もともなっていた．また，公園の北東隣の道路では地波を伴うとともに，

歩道の沈下や道路中央部の盛り上がりがみられた． 

日の出 

 

Aタイプの被害部分．シンボルロード沿い．大量の噴砂．

道路の両脇に除雪された雪のように積み上げられている．

3/18 撮影． 

 

A タイプの被害部分．シンボルロード沿いにみられる

50cmを超える大きな抜け上がりと大量の噴砂．3/18撮影． 

 
A タイプの被害部分．シンボルロード上のゆるやかな地

波．波長 15m程度で波頭が東西方向に延びる．3/18撮影． 

 

 

 

A タイプの被害部分．南東端の護岸．北東方向の開口亀

裂が数列みられ，護岸付近全体が海側の南東側へ移動し

たものと考えられる．3/18撮影． 

 
A タイプの被害部分．南東岸の護岸は海側にたわみ，前

面には多量の噴砂が認められた．3/18撮影． 

 

A タイプの被害部分．護岸の内側には開口亀裂が顕著に

認められた．3/18撮影． 
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A タイプの被害部分．護岸の内側は大きく陥没し手いる

部分もある．6/1撮影． 

 

A タイプの被害部分．おひさま公園南東端での著しい噴

砂と地波および地盤の沈下．噴砂は青灰色の細粒砂～極

細粒砂である．3/23撮影． 

 

A タイプの被害部分．中央部の公園では側溝が波打ち破

損した．6/1撮影． 

 

A タイプの被害部分．おひさま公園南西部．東西～北西

方向の亀裂．高いところでは噴砂量が少ない．斜面にあ

り，地すべりを伴い亀裂が開いている．3/23撮影． 

 

 

A タイプの被害部分．おひさま公園南西部の築山に囲ま

れた低地部分．低地に噴砂が多くみられる．北西方向の

亀裂から噴砂している．Aタイプの液状化－流動化部分．

上下ともに 3/23撮影． 

 

A タイプの被害部分．おひさま公園南西部．東西方向に

延びる亀裂．Aタイプの液状化－流動化部分．3/23撮影． 

 

A タイプの被害部分．おひさま公園南の道路の歩道に残

る地波．東西方向に延びる地波が食い違ってつながって

いる．3/23撮影． 
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A タイプの被害部分．おひさま公園の西．シンボルロー

ドに沿う部分では抜け上がりが大きい．3/23撮影． 

 

 

おひさま公園の北西になるにつれて抜け上がりは小さく

なり，ほとんどみられない．C タイプの液状化－流動化

部分となる．3/23撮影． 

 

 

おひさま公園入口付近では噴砂が多く地表面の変形も大

きい A タイプの被害．この奥に進むにつれ噴砂や変形は

急速に小さくなりCタイプに変化する．3/23撮影． 

 

 

 

 

A タイプの被害部分．住宅壁面に残る噴砂の痕跡．3/24

撮影． 

 

A タイプの被害部分．集合住宅の基礎のないベランダ部

分は，沈下・傾き破損した．3/24撮影． 

 

Aタイプの被害部分．集合住宅の周囲の沈下は 70cmを超

え，さらに接続するスロープは沈み込んだため段差は 1m

に達した．3/24撮影． 

 

Aタイプの被害部分．マンホールの浮上．3/14撮影． 
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A タイプの被害部分．北東岸に近い公園では開口亀裂が

顕著に認められた．噴砂を伴うものと伴わないものがあ

る．亀裂の左側が沈下した．3/28 撮影． 

 

 

A タイプと C タイプ～D タイプの被害部分との境目．お

ひさま公園南西端付近．赤いコーンより先の南西側では

急に地表面の変形や噴砂はなくなり，液状化－流動化現

象は起こっていないと考えられる．3/23撮影． 

 

 

A タイプと C タイプ～D タイプの被害部分との境目．芝

生の右側はC～Dタイプ．芝生から左側は沈下しておりA

タイプの被害となっている．日の出 4丁目．3/22撮影． 

 

A タイプと C タイプ～D タイプの被害部分との境目．日

の出 4 丁目．明海から日の出にかけて直線的に段差を生

じ，右側では液状化-流動化現象が顕著に認められた．一

方，左側ではほとんど液状化-流動化が認められないのは，

液状化防止対策の影響と推測される．3/23撮影． 

 

明海 

 

A タイプと C タイプ～D タイプの被害部分との境目．亀

裂の左側が沈下し A タイプの被害となっている．明海 5

丁目．3/23撮影． 

 

 

A タイプと C タイプ～D タイプの被害部分との境目．土

のうの部分の左は沈下し A タイプの被害となっている．

明海 5丁目．3/23撮影． 
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Aタイプの被害部分．大規模な噴砂丘．3/22撮影． 

 

 

Aタイプの被害部分．歩道に生じた段差．3/22撮影． 

 

 

Aタイプの被害部分．大型商業施設．3/22撮影． 

 

 

 

Aタイプの被害部分．沈下に伴う配管の被害．3/22撮影． 

 

Aタイプの被害部分．昇降口の倒壊．3/23撮影． 

 

 

Aタイプの被害部分．マンホールの浮上．3/22撮影． 

 

 

A タイプの被害部分．片付けで集められた噴砂．3/13 撮

影． 

 

 

A タイプの被害部分．大量の噴砂に埋まるコンクリート

小構造物の傾斜・沈み込み．3/13撮影． 



 4-58 

 

A タイプの被害部分．シンボルドード沿いのビル入口の

抜け上がりと大量の噴砂の状況．3/13撮影． 

 

 

A タイプの被害部分．シンボルロード沿いのビル入口の

抜け上がり．3/13撮影 

 

高洲 

未利用の土地の部分が多いため未調査部分が広いものの，B タイプ～A タイプが広く分布する． 

北西部には B タイプ～A タイプが広く分布している．また，北東部に A タイプが広く分布し，70cm を超え

る大きな抜け上がりがみられている．中部では B タイプ～A タイプが広く分布し，高洲小学校周辺では A タ

イプが分布する．南部においても浦安南高校を中心に A タイプが分布する． 

 

高洲1丁目 

 

A タイプの被害部分．集合住宅の周囲が大きく沈下し基

礎杭が露出するなど，60cmを超える著しい抜け上がり現

象が認められた．3/25撮影． 

 

 

Aタイプの被害部分．沈下量が 90cmを超える地域も認め

られた．3/25撮影． 

 

 

 

 

 

A タイプの被害部分． 1m に達する抜け上がりが認めら

れた．3/25撮影． 

 

 

 

B タイプの被害部分．高洲北児童公園周辺．コンクリー

ト塀が沈み込み傾動している．3/23撮影． 
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A タイプの被害部分．道路わき部分の沈下と噴砂．3/23

撮影． 

 

高洲2丁目 

 

 

B タイプの被害部分．太陽の丘公園．北西方向の直線状

に続く亀裂と噴砂．上下ともに 3/13 撮影． 

 

高洲3丁目 

 

Aタイプの被害部分．マンホールの浮上．3/23撮影． 

 
A タイプの被害部分．歩道部分にみられる地波と噴砂．

地波の波頭は東西方向に延びる． 3/23撮影． 

 

高洲4丁目 

 

A タイプの被害部分．高洲中央公園の防災用 100m
3の貯

水槽の浮上．4/11撮影． 

 

 

高洲6丁目 

 

 

液状化－流動化に伴う地盤の沈下による水たまりと噴砂．

上下ともに 3/13撮影． 



 4-60 

高洲8丁目 

 

脇の低い部分(浦安南高校側)には噴砂が見られる．3/13撮

影． 

 

Bタイプの被害部分．中央公園通にみられる地波と噴砂．

3/18 撮影． 

 

B タイプの被害部分．多量の噴砂と噴砂丘．3/16撮影． 

 

B タイプ～A タイプの被害部分．中央公園通の道路と周

辺の波打ち．沈下部分とドーム状に膨らんだ部分がある．

3/16 撮影． 

高洲9丁目 

 

浦安南高校のAタイプの被害状況．3/13撮影． 

 

A タイプの被害部分．浦安南高校．古い沈下による抜け

上がりに加え，液状化－流動化により 30cmを超える抜け

あがりがあった．3/13撮影． 

 

A タイプの被害部分．浦安南高校の校舎の周囲の沈下に

伴う，著しい抜け上がり現象．3/25撮影． 

 

A タイプの被害部分．浦安南高校の沈下した校庭には噴

砂と泥水が溜まった．3/25撮影． 
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A タイプの被害部分．ビルの 40cm を超える抜けあがり．

3/13 撮影． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

港 

 南東に延びる中央公園通りの南西方向に数えて 2 本目の通りを境に南西側では全域に広く B タイプが分布

し，北東側では C タイプが広がっている．南西側では B タイプの中に部分的に A タイプが小規模な斑状に

みられる．北東側では C タイプの中に比較的小規模な A タイプ～B タイプがまだら状に分布する． 

 

 

Ａタイプ～B タイプの被害部分．噴砂によって埋もれた

地下設置型の消火栓．黄色の消火栓の蓋がアスファルト

より約５ｃｍ沈み込んでいる．4/12 撮影． 

 

 

Ａタイプ～B タイプの被害部分．路上に積み上げられた

噴砂．4/12撮影． 

 

 

 

 

 

 

Ａタイプの被害部分．路上に積まれた噴砂．4/12撮影． 

 

 

 

 

B タイプの被害部分．地表面が変形し，水たまりができ

てきている．4/12撮影． 
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Ａタイプの被害部分．60cmを超える抜け上がりで倉庫の

入口に段差を生じている．4/12撮影． 

 

B タイプの被害部分．抜け上がりと沈下による変形．4/12

撮影． 

 

Ａタイプの被害部分．基礎の抜け上がり．4/12撮影． 

 

 

 

 

 

千鳥 

 A タイプ～B タイプが広く分布している．中央を通り南北に帯状に延びる A タイプが分布する．この中央

部では抜け上がり量が 70cm 以上と非常に大きい． 

 

 

Ａタイプの被害部分．電柱が沈み，押しボタンの高さが

低くなっている．4/15撮影． 

 

Ａタイプの被害部分．浦安市でも最大級の抜け上がり量

である 95cmを記録した．4/13 撮影． 
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Ａタイプの被害部分．90cmを超える抜け上がりがみられ

る．4/13撮影． 

 

 

Ａタイプの被害部分．沈み込んだ塀。手前の歩道は膨れ

上がっている．4/13 

 

Ａタイプの被害部分．沈み込んだ塀．手前の歩道は膨れ

上がっている。4/13 

 

船着場には噴砂や変形もなく液状化していないと思われ

る．4/13撮影． 

 

B タイプの被害部分．千鳥学校給食センター．20cm程度

の抜け上がりがみられる．4/13 撮影． 

 

 

B タイプの被害部分．浦安市クリーンセンター．入口に

10cm程度の抜け上がり．4/13 撮影． 

 

 

A タイプの被害部分．千鳥町中央部の大量の噴砂と電柱

の傾き．3/18撮影． 
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Ａタイプの被害部分．フェンスの傾きと波うち．3/18 撮

影． 

 

Ａタイプの被害部分．フェンスの傾きと変形．3/18撮影． 
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Ⅲ 千葉市美浜区での液状化－流動化被害分布と地質構造に関して 

 

 第 3 報において，被害分布と地質構造についての関係を述べた．ここでは，本センター地質環境研究室の

前身の公害研究所地盤沈下研究室および水質保全研究所地質環境研究室が行なった数本の層序ボーリング

を基に，地質環境インフォメーションバンクに登録されている建築基礎ボーリングを中心としたボーリング

データなどによって作成した沖積層基底面および人工地層基底面（加藤ほか，2012 投稿中）と，3 月の時点

での被害分布を重ね合わせたものを図 17 に示す．なお，現在行なわれている各機関での被害調査ボーリン

グの結果，基底面図の修正箇所もでてこよう．以下に，地区ごとの傾向を述べる． 

 

稲毛海岸・高洲・高浜地区：この地区の中央を北東－南西方向～南－北方向に延びる比高差 10～20m 程度

の谷埋め状の沖積層の分布がみられる．谷の西翼は比較的急傾斜をなし谷の形状が比較的明瞭であるものの，

東翼は緩傾斜をなし谷の形状がやや不明瞭である．西翼部ではほぼ谷の中に液状化－流動化被害の集中部分

が分布する．東翼部ではその分布はほぼ標高-10m の等量線よりも深い部分に被害は多く分布するが，これ

よりも浅い部分にもみられる．特に，人工地層の基底面がほぼ-3m 以深の部分においてその傾向が強まる．

ただし，国道 14 号線に近い部分では，人工地層や沖積層の厚さに関係なく被害は広がっている． 

真砂・磯部地区：この地区では沖積層は顕著な谷状の分布をしていない．しかし，マリーナストリート沿い

および JR 京葉線検見川浜駅を通る北東方向に延びる小規模の谷，および磯部 7 丁目付近に南北方向の小規

模の谷がみられ，その中には被害が集中する．しかし谷の外にも被害は分布する．また，人工地層の基底面

が-3m 以深の部分では，被害の範囲が広くなる傾向がある． 

若葉・打瀬・中瀬・ひび野・浜田・豊砂地区：北東－南西方向～南－北方向の比高差 20m を越える深さの

幅の広い谷が分布する．ほぼ，谷の中に被害が分布する．ここでは人工地層の基底面が-2m 以深の部分にお

いて，谷の外にも被害が分布するようになる．一方，国道 14 号線に沿う千葉市美浜区幕張西～習志野市香

澄の埋立地では，人工地層や自然地層の厚さとは関係なく被害が分布している． 

 

以上まとめると，①大局的には沖積層の谷の中に多くの被害が分布する傾向がある．②JR 京葉線よりも

海側では人工地層の基底面の標高-2m～-3m 以深では沖積層の厚い部分の外にも被害が広がっている傾向が

読み取れる．③国道 14 号線に近い部分では，沖積層の厚い部分以外にも被害が広がっている． 

今後，精度の良い液状化予測や効果的な対策のため，①沖積層の基底まで到達するオールコアによる層序

ボーリングによる地質構造・地質構成の解明，③各地層の地震動の増幅特性の解明，④地震動と間隙水圧の

上昇（地下水位の上昇）との関係の把握，⑤液状化に引き続く流動化現象と地波現象による被害がどのよう

に拡大するのかを明らかにするため，被害部分から低被害部分にかけてのトレンチ調査ないし，これに準ず

る地層調査からのメカニズムの解明が必要である． 

 なお，美浜区中央部にみられる被害の詳細については，今後別報で述べる予定である． 
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図 17 沖積層基底面図および人工地層基底面図（加藤ほか，2011投稿中）と，3月の時点での液状化－流動化被

害分布を重ね合わせた図． 

各種基底面等量線は液状化－流動化の対策を行なうための調査を行なう深度の目安として暫定的に作成した．

各種基底面深度は，ボーリング位置によっては未知の地質構造の変化が存在することがあり，基底面深度が大き

く変わることがある．  

 

 

 



 4-67 

Ⅳ 今後の災害に強いまちづくりに向けて 

 

今後，液状化－流動化現象を明らかにし，災害に強いまちづくりを進めていくためには，第 3 報で

述べたものに加え，以下のような現地調査が必要となる． 

必要な現地調査に関しては，以下の視点が重要である．今回の地震では次のような液状化－流動化

に関する新たな現象がみつかってきた． 

①特異な被害の分布形状（まだら状分布）や，被害が拡大した要因として液状化に引き続く流動化

現象と地波現象の関与が明らかとなっってきた．また，今後の房総半島全域の調査が進む中でさらに

新たな現象もみつかってくる可能性がある．このような新たな現象については，まず実態調査が必要

となる．.これまで，当センターでは東方沖地震以降，トレンチ調査や層序ボーリングを中心とした地

質学的調査を行ないその機構解明を行なってきた．新たな現象のメカニズム解明のため，被害部分か

ら無被害部分にかけての現地でのトレンチ掘削を中心とした地質環境調査が必要となる．これによっ

て，地層の側方への連続的な観察が可能となり地質環境の変化に対応してこの現象が生じたのかを明

らかにすることができる． 

②従来の液状化予測では認識できなかった帯状の被害分布が生じた．人工地層・沖積層・洪積層の

地質構造の把握と，それぞれの地層における地震動の増幅の観測が必要である.そのためには， 

人工地層と自然地層との境界や沖積層と洪積層との境界および，オールコアボーリングなどによる

地層構成や地層物性，地質構造の把握が必要となる．さらに，実際の地質中において地震時にどのよ

うな地震動の増幅が発生するのか，それによって間隙水圧（地下水位）がどのように変化し，液状化

した地層が流動化していくのかといった観測データの取得が必要となる． 

以上のような調査・研究によってはじめて，液状化－流動化現象の機構解明や地質環境が液状化－

流動化に及ぼす影響が明らかとなる.そして，各地域の地質環境特性が明らかになることにより，その

特性を踏まえた災害に強いまちづくりや大地の持続的利用方法が検討できるようになる． 
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